
(57)【要約】

【課題】　ロータの磁気的影響を抑制して検出精度を改

善し、モータの回転精度を向上させる。

【解決手段】　車両のホイルシリンダに作動油を供給す

るポンプと、前記ポンプを収装するハウジングと、前記

ハウジングの第１側面に設けられ、前記ポンプを駆動す

るモータと、前記モータの回転位置を検出する回転位置

センサとを有するブレーキ制御装置において、前記モー

タは、一端に磁界発生部材を備えたロータを有し、前記

ロータの前記磁界発生部材が設けられる側とは反対側の

先端部は、前記ポンプ及び前記ハウジングに貫通すると

ともに前記ハウジングの第１側面とは反対側の第２側面

から突出し、前記回転位置センサは、前記ロータ先端部

の外径側に設けられて前記ロータの先端部の回転を検出

することとした。

【選択図】　　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 車 両 の ホ イ ル シ リ ン ダ に 作 動 油 を 供 給 す る ポ ン プ と 、
　 前 記 ポ ン プ を 収 装 す る ハ ウ ジ ン グ と 、
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 第 １ 側 面 に 設 け ら れ 、 前 記 ポ ン プ を 駆 動 す る モ ー タ と 、
　 前 記 モ ー タ の 回 転 位 置 を 検 出 す る 回 転 位 置 セ ン サ と
　 を 有 す る ブ レ ー キ 制 御 装 置 に お い て 、
　 前 記 モ ー タ は 、 一 端 に 磁 界 発 生 部 材 を 備 え た ロ ー タ を 有 し 、
　 前 記 ロ ー タ の 前 記 磁 界 発 生 部 材 が 設 け ら れ る 側 と は 反 対 側 の 先 端 部 は 、 前 記 ポ ン プ 及 び
前 記 ハ ウ ジ ン グ に 貫 通 す る と と も に 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 第 １ 側 面 と は 反 対 側 の 第 ２ 側 面 か ら
突 出 し 、
　 前 記 回 転 位 置 セ ン サ は 、 前 記 ロ ー タ 先 端 部 の 外 径 側 に 設 け ら れ て 前 記 ロ ー タ の 先 端 部 の
回 転 を 検 出 す る こ と
　 を 特 徴 と す る ブ レ ー キ 制 御 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 車 両 の ブ レ ー キ 制 御 装 置 に 関 し 、 特 に 液 圧 ポ ン プ を 駆 動 す る モ ー タ の 位 置 セ ン
サ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の ブ レ ー キ 制 御 装 置 に あ っ て は 、 モ ー タ に よ り 液 圧 ポ ン プ を 駆 動 し 、 ホ イ ル シ リ ン
ダ に 作 動 油 を 供 給 す る こ と で 制 動 力 を 得 て い る 。 こ の モ ー タ は ブ ラ シ レ ス モ ー タ で あ り 、
ロ ー タ 付 近 に 配 置 さ れ た 位 置 セ ン サ に よ っ て ロ ー タ の 回 転 位 置 を 検 出 し 、 回 転 制 御 を 行 っ
て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － １ ２ ９ ４ ４ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 上 記 従 来 技 術 の モ ー タ は ブ ラ シ レ ス モ ー タ で あ り 、 ロ ー タ に は 永 久 磁 石 が
配 設 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 従 来 例 （ 図 ７ 参 照 ） の よ う に 回 転 位 置 セ ン サ を モ ー タ と ポ
ン プ と の 間 に 配 置 し た 場 合 、 永 久 磁 石 の 磁 界 が ロ ー タ の 回 転 位 置 を 検 出 す る た め の 磁 気 セ
ン サ に 影 響 を 与 え 、 検 出 精 度 が 低 下 す る お そ れ が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 従 来 例 の 回 転 位 置 セ ン サ は 、 ロ ー タ に 設 け ら れ た 円 板 部 材 に セ ン サ 用 磁 石 を 設 け
て 被 検 出 部 材 と し 、 固 定 さ れ た Ｍ Ｒ 素 子 に よ り ロ ー タ 軸 方 向 か ら 回 転 を 検 出 す る タ イ プ で
あ る 。 し た が っ て 、 検 出 分 解 能 を 上 げ る た め に Ｍ Ｒ 素 子 の 数 を 増 や す と 円 板 部 材 も 大 径 化
し て し ま い 、 装 置 の 大 型 化 を 招 い て し ま う 。 さ ら に 、 被 検 出 部 材 で あ る 円 盤 状 部 材 と ロ ー
タ が 別 部 材 で あ る た め 、 ロ ー タ に 対 す る 円 盤 状 部 材 の 位 置 誤 差 が 検 出 精 度 を さ ら に 悪 化 さ
せ る 、 と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 問 題 に 着 目 し て な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 ロ ー タ の 磁
気 的 影 響 を 抑 制 し て 検 出 精 度 を 改 善 し 、 モ ー タ の 回 転 精 度 を 向 上 さ せ た ブ レ ー キ 制 御 装 置
を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 で は 、 車 両 の ホ イ ル シ リ ン ダ に 作 動 油 を 供 給 す る ポ ン
プ と 、 前 記 ポ ン プ を 収 装 す る ハ ウ ジ ン グ と 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 第 １ 側 面 に 設 け ら れ 、 前 記
ポ ン プ を 駆 動 す る モ ー タ と 、 前 記 モ ー タ の 回 転 位 置 を 検 出 す る 回 転 位 置 セ ン サ と を 有 す る
ブ レ ー キ 制 御 装 置 に お い て 、 前 記 モ ー タ は 、 一 端 に 磁 界 発 生 部 材 を 備 え た ロ ー タ を 有 し 、
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前 記 ロ ー タ の 前 記 磁 界 発 生 部 材 が 設 け ら れ る 側 と は 反 対 側 の 先 端 部 は 、 前 記 ポ ン プ 及 び 前
記 ハ ウ ジ ン グ に 貫 通 す る と と も に 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 第 １ 側 面 と は 反 対 側 の 第 ２ 側 面 か ら 突
出 し 、 前 記 回 転 位 置 セ ン サ は 、 前 記 ロ ー タ 先 端 部 の 外 径 側 に 設 け ら れ て 前 記 ロ ー タ の 先 端
部 の 回 転 を 検 出 す る こ と と し た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 よ っ て 、 ロ ー タ の 磁 気 的 影 響 を 抑 制 し て 検 出 精 度 を 改 善 し 、 モ ー タ の 回 転 精 度 を 向 上 さ
せ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 の ブ レ ー キ 制 御 装 置 を 実 現 す る 最 良 の 形 態 を 、 図 面 に 示 す 実 施 例 １ に 基 づ
い て 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ［ 全 体 構 成 ］
  実 施 例 １ に つ き 図 １ な い し 図 ７ に 基 づ き 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 願 ブ レ ー キ 制 御 装 置 の 全
体 斜 視 図 、 図 ２ は 分 解 斜 視 図 で あ る 。 ブ レ ー キ 制 御 装 置 は モ ー タ １ 、 ポ ン プ ２ 、 ハ ウ ジ ン
グ ３ 、 制 御 基 板 ４ を 有 す る 。 な お 、 ブ レ ー キ 制 御 装 置 の 軸 方 向 を ｘ 軸 と し 、 モ ー タ １ に 対
し ハ ウ ジ ン グ ３ 側 を 正 方 向 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 モ ー タ １ は ハ ウ ジ ン グ ３ の ｘ 軸 負 方 向 側 面 ３ １ （ 第 １ 側 面 ） に 設 け ら れ 、 ロ ー タ １ ０ に
よ り ポ ン プ ２ を 駆 動 し 、 ハ ウ ジ ン グ ３ 内 に 設 け ら れ た 油 圧 回 路 に 作 動 油 を 供 給 す る 。 こ の
油 圧 回 路 は 車 両 の ホ イ ル シ リ ン ダ に 接 続 し 、 バ ル ブ を 駆 動 す る こ と で 所 望 の 制 動 力 を 得 る
も の で あ る 。 ハ ウ ジ ン グ ３ の ｘ 軸 正 方 向 側 面 ３ ２ （ 第 ２ 側 面 ） に は 制 御 基 板 ４ が 設 け ら れ
、 モ ー タ １ 及 び ハ ウ ジ ン グ 内 の バ ル ブ を 制 御 し て 車 両 の 制 動 制 御 を 実 行 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 モ ー タ １ に お け る ロ ー タ １ ０ は ポ ン プ ２ と と も に ハ ウ ジ ン グ ３ を 貫 通 し 、 先 端 部 １ １ ０
は ｘ 軸 正 方 向 側 面 ３ ２ 上 の 制 御 基 板 ４ か ら 突 出 す る 。 こ の 先 端 部 １ １ ０ は 着 磁 さ れ て お り
、 制 御 基 板 ４ 上 に 設 け ら れ た 円 筒 状 の 回 転 位 置 セ ン サ ２ ０ ０ に よ り 径 方 向 を 包 囲 さ れ て い
る 。 こ の 回 転 位 置 セ ン サ ２ ０ ０ は 複 数 の Ｍ Ｒ 素 子 を 組 み 合 わ せ た も の で あ り 、 ロ ー タ １ ０
の 回 転 に 伴 っ て 変 化 す る 先 端 部 １ １ ０ の 径 方 向 磁 界 に 基 づ き 、 ロ ー タ １ ０ の 回 転 位 置 を 検
出 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ［ 断 面 図 ］
  図 ３ は ブ レ ー キ 制 御 装 置 の 軸 方 向 断 面 図 で あ る 。 な お 、 図 ３ で は ポ ン プ ２ 及 び ロ ー タ 先
端 部 １ １ ０ の み 側 面 図 を 示 す 。 ハ ウ ジ ン グ ３ は ケ ー ス ５ に よ り ｘ 軸 正 方 向 側 を 収 容 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 モ ー タ １ は ロ ー タ １ ０ 、 ス テ ー タ １ １ 、 第 １ 、 第 ２ モ ー タ ハ ウ ジ ン グ １ ２ ａ ， １ ２ ｂ か
ら 形 成 さ れ 、 ロ ー タ 本 体 １ ２ ０ の ｘ 軸 正 方 向 側 に は 先 端 部 １ １ ０ が 設 け ら れ 、 負 方 向 側 に
は 永 久 磁 石 １ ３ ０ （ 磁 界 発 生 部 材 ） が 設 け ら れ て い る 。 ロ ー タ １ ０ は 第 １ 、 第 ２ ハ ウ ジ ン
グ １ ２ ａ ， １ ２ ｂ に よ り 軸 支 さ れ 、 永 久 磁 石 １ ３ ０ の 外 径 側 に ス テ ー タ １ １ が 配 設 さ れ る
。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ハ ウ ジ ン グ ３ に は ポ ン プ 収 容 部 ３ ３ 及 び ロ ー タ 挿 入 孔 ３ ４ が 設 け ら れ 、 ポ ン プ ２ 、 ロ ー
タ １ ０ が そ れ ぞ れ 収 容 、 挿 入 さ れ る 。 上 述 の よ う に ロ ー タ １ ０ は ポ ン プ ２ 及 び ハ ウ ジ ン グ
３ を 貫 通 し 、 先 端 部 １ １ ０ は 制 御 基 板 ４ か ら ｘ 軸 正 方 向 に 突 出 し て 回 転 位 置 セ ン サ ２ ０ ０
に 収 装 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 す な わ ち 、 回 転 位 置 セ ン サ ２ ０ ０ は ロ ー タ １ ０ 上 の 永 久 磁 石 １ ３ ０ に 対 し ポ ン プ ２ 及 び
ハ ウ ジ ン グ ３ を 挟 ん で 設 け ら れ 、 ロ ー タ １ ０ の ｘ 軸 正 方 向 側 最 端 部 で あ る 先 端 部 １ １ ０ の
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回 転 を 検 出 す る 。 し た が っ て 、 回 転 位 置 セ ン サ ２ ０ ０ は 、 ロ ー タ １ ０ の 回 転 を 検 出 可 能 で
あ っ て 、 か つ 永 久 磁 石 １ ３ ０ か ら 最 も 遠 い 位 置 に 設 け ら れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ［ ロ ー タ の 詳 細 ］
  図 ４ は ロ ー タ １ ０ の 斜 視 図 で あ る 。 上 述 の よ う に ロ ー タ １ ０ は 先 端 部 １ １ ０ 、 ロ ー タ 本
体 １ ２ ０ 、 永 久 磁 石 １ ３ ０ を 有 し 、 先 端 部 １ １ ０ は ロ ー タ 本 体 よ り も 若 干 小 径 に 設 け ら れ
て い る 。 ま た 、 ロ ー タ １ ０ の 本 体 １ ２ ０ に は ポ ン プ ２ の 回 転 部 と 係 合 す る 位 置 決 め ピ ン ６
が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 先 端 部 １ １ ０ は ロ ー タ 本 体 １ ２ ０ と 一 体 で あ り 、 着 磁 さ れ て 磁 界 を 発 生 す る 。 ま た 、 ロ
ー タ １ ０ の ｘ 軸 負 方 向 側 に 設 け ら れ た 永 久 磁 石 １ ３ ０ も ロ ー タ 本 体 １ ２ ０ と 一 体 で あ り 、
先 端 部 １ １ ０ の と 永 久 磁 石 １ ３ ０ は 同 一 の 着 磁 工 程 で 同 時 に 着 磁 さ れ る 。 先 端 部 １ １ ０ 、
ロ ー タ 本 体 １ ２ ０ 、 永 久 磁 石 １ ３ ０ を 一 体 部 材 と す る こ と で 、 相 互 に 位 置 決 め を 行 う 必 要
性 か ら 開 放 し 、 精 度 向 上 を 図 っ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 先 端 部 １ １ ０ と 永 久 磁 石 １ ３ ０ を 同 時 に 着 磁 し な い 場 合 、 例 え ば 先 端 部 １ １ ０ を
着 磁 し た 後 、 着 磁 さ れ た 先 端 部 １ １ ０ の 磁 界 に 対 応 す る 位 置 に 位 置 決 め を 行 っ て か ら 永 久
磁 石 １ ３ ０ の 着 磁 を 行 う 必 要 が あ る 。 し た が っ て 、 永 久 磁 石 １ ３ ０ は 位 置 決 め と 同 時 に 着
磁 も 行 わ な け れ ば な ら な い た め 工 程 が 煩 雑 と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ れ に 対 し 本 願 で は 先 端 部 １ １ ０ と 永 久 磁 石 １ ３ ０ と の 着 磁 を 同 時 に 行 う た め 、 着 磁 を
行 う 器 具 の 着 磁 位 置 の 精 度 が そ の ま ま 転 写 さ れ る 。 し た が っ て 、 永 久 磁 石 １ ３ ０ に 対 す る
着 磁 工 程 で 位 置 決 め を 行 い な が ら 着 磁 を 行 う 必 要 が な く 、 工 程 を 簡 略 化 可 能 で あ る 。 着 磁
を 行 う 器 具 の 着 磁 位 置 の 精 度 を 高 め る こ と に よ り 、 さ ら に 精 度 を 高 め る こ と も 可 能 で あ る
。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 さ ら に 、 先 端 部 １ １ ０ は ポ ン プ ２ の 回 転 部 と 係 合 す る ロ ー タ 本 体 １ ２ ０ よ り も 小 径 で あ
る た め 、 組 み 付 け 時 に お い て ロ ー タ １ ０ に ポ ン プ ２ の 回 転 部 を 係 合 さ せ る 際 に 先 端 部 １ １
０ と 回 転 部 が 干 渉 し な い 。 ま た 、 ハ ウ ジ ン グ ３ の ロ ー タ 挿 入 孔 ３ ４ よ り も 小 径 と な る た め
、 ハ ウ ジ ン グ ３ と の 干 渉 を も 回 避 可 能 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ［ 回 転 位 置 セ ン サ の 詳 細 ］
  図 ５ は 回 転 位 置 セ ン サ ２ ０ ０ の 径 方 向 側 面 図 、 図 ６ は 軸 方 向 正 面 図 で あ る 。 上 述 の よ う
に 回 転 位 置 セ ン サ ２ ０ ０ は 円 筒 形 状 で あ り 、 複 数 の Ｍ Ｒ 素 子 ２ １ ０ を 組 み 合 わ せ て 形 成 さ
れ る 。 Ｍ Ｒ 素 子 ２ １ ０ は 円 筒 の 周 方 向 等 間 隔 に ８ 個 ず つ 、 ２ 列 に わ た っ て 千 鳥 格 子 状 に 計
１ ６ 個 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ こ で 、 ｘ 軸 正 方 向 側 の Ｍ Ｒ 素 子 列 を Ａ 列 、 ｘ 軸 負 方 向 側 の Ｍ Ｒ 素 子 列 を Ｂ 列 と す る と
、 Ａ 列 と Ｂ 列 の Ｍ Ｒ 素 子 ２ １ ０ 同 士 は 互 い に 周 方 向 位 置 が 重 な る よ う 千 鳥 格 子 状 に 配 置 さ
れ 、 回 転 位 置 セ ン サ ２ ０ ０ の 全 周 に わ た っ て 磁 界 を 計 測 可 能 に 設 け ら れ て い る 。 な お 、 本
願 で は Ｍ Ｒ 素 子 ２ １ ０ を １ ６ 個 設 け た が 、 全 周 に わ た っ て 磁 界 を 計 測 可 能 で あ れ ば １ ６ 個
で な く と も よ く 特 に 限 定 し な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ［ 従 来 例 と 本 願 実 施 例 に お け る 作 用 効 果 の 対 比 ］
  図 ７ は 、 従 来 例 に お け る ブ レ ー キ 制 御 装 置 の 断 面 図 で あ る 。 従 来 例 に お け る 回 転 位 置 セ
ン サ ２ ０ ０ '（ 磁 気 セ ン サ ） は ロ ー タ １ ０ '上 に 設 け ら れ た 永 久 磁 石 １ ３ ０ 'に 近 接 し て お
り 、 永 久 磁 石 １ ３ ０ 'の 磁 界 が 回 転 位 置 セ ン サ ２ ０ ０ 'に 影 響 す る お そ れ が あ る 。 そ の た め
回 転 位 置 の 検 出 精 度 が 悪 化 し 、 ブ レ ー キ 性 能 の 低 下 や 音 振 を 招 く と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 従 来 例 に あ っ て は ロ ー タ に 設 け ら れ た 円 板 部 材 ２ ２ ０ 'に セ ン サ 用 磁 石 ２ ３ ０ 'を
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設 け て 被 検 出 部 材 と し 、 ロ ー タ 軸 方 向 （ ｘ 軸 正 方 向 ） か ら 回 転 を 検 出 す る た め 、 検 出 分 解
能 を 上 げ る た め に Ｍ Ｒ 素 子 数 を 増 や す と 円 板 部 材 ２ ２ ０ 'も 大 径 化 し て し ま う 。 さ ら に 、
被 検 出 部 材 で あ る 円 盤 部 材 ２ ２ ０ 'と ロ ー タ １ ０ 'が 別 部 材 で あ る た め 、 ロ ー タ １ ０ 'に 対
す る 円 盤 部 材 ２ ２ ０ 'の 位 置 誤 差 が 検 出 精 度 を さ ら に 悪 化 さ せ る 、 と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ れ に 対 し 本 願 実 施 例 で は 、 モ ー タ １ に お け る ロ ー タ １ ０ の ｘ 軸 負 方 向 側 に 永 久 磁 石 １
３ ０ を 設 け 、 ロ ー タ １ ０ の ｘ 軸 正 方 向 端 部 で あ る 先 端 部 １ １ ０ を ポ ン プ ２ 及 び ハ ウ ジ ン グ
３ に 貫 通 さ せ る と と も に 、 ハ ウ ジ ン グ ３ の ｘ 軸 正 方 向 側 面 ３ ２ か ら 突 出 さ せ 、 回 転 位 置 セ
ン サ ２ ０ ０ は 、 先 端 部 １ １ ０ の 外 径 側 に 設 け ら れ て ロ ー タ １ ０ の 回 転 を 検 出 す る こ と と し
た 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ れ に よ り 、 回 転 位 置 セ ン サ ２ ０ ０ を ロ ー タ １ ０ の 回 転 を 検 出 可 能 か つ 永 久 磁 石 １ ３ ０
か ら 最 も 遠 い 位 置 に 設 け 、 回 転 位 置 セ ン サ ２ ０ ０ に 対 す る 永 久 磁 石 １ ３ ０ の 磁 界 の 影 響 を
低 減 す る こ と が 可 能 と な る 。 よ っ て 、 回 転 位 置 の 検 出 精 度 を 改 善 し て ブ レ ー キ 性 能 の 向 上
や 音 振 低 減 を 図 る こ と が で き る 。 ま た 、 ロ ー タ １ ０ の 先 端 部 １ １ ０ の 回 転 を 直 接 検 出 す る
こ と で 、 被 検 出 部 材 と 回 転 部 材 と の 位 置 誤 差 を 回 避 す る こ と が 可 能 と な り 、 さ ら に 検 出 精
度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 回 転 位 置 セ ン サ ２ ０ ０ は 被 検 出 部 材 で あ る 先 端 部 １ １ ０ の 外 径 側 か ら 回 転 を 検 出
す る た め 、 分 解 能 を 向 上 さ せ る た め 素 子 を 増 設 す る 場 合 は ロ ー タ １ ０ の 軸 方 向 に Ｍ Ｒ 素 子
を 並 べ る こ と に よ り 、 径 方 向 の 大 型 化 を 招 く こ と な く 分 解 能 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 ロ ー タ １ ０ の ｘ 軸 正 方 向 端 部 で あ る 先 端 部 １ １ ０ に 着 磁 し 、 こ の 先 端 部 １ １ ０ の
回 転 を 磁 気 セ ン サ に よ り 形 成 さ れ た 回 転 位 置 セ ン サ ２ ０ ０ に よ り 検 出 す る こ と と し た 。 ま
た 、 回 転 位 置 セ ン サ ２ ０ ０ は 円 筒 形 状 で あ っ て 、 先 端 部 １ １ ０ の 外 径 側 を 包 囲 す る こ と と
し た 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ れ に よ り 、 ロ ー タ １ ０ と 一 体 部 材 で あ る 先 端 部 １ １ ０ を 被 検 出 部 材 と す る こ と が 可 能
と な り 、 被 検 出 部 材 で あ る 先 端 部 １ １ ０ と 回 転 部 材 で あ る ロ ー タ １ ０ と の 機 械 的 誤 差 を な
く し て 検 出 精 度 を さ ら に 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 従 来 例 の よ う に 先 端 部 １ １ ０ と 永 久 磁 石 １ ３ ０ を 別 部 材 と し て 同 時 に 着 磁 し な い 場 合 、
例 え ば 先 端 部 １ １ ０ を 着 磁 し た 後 、 永 久 磁 石 １ ３ ０ は 着 磁 と 同 時 に 位 置 決 め も 行 わ な け れ
ば な ら な い 。 こ れ に 対 し 本 願 で は 、 ロ ー タ 本 体 １ ２ ０ を 介 し て 互 い に 一 体 の 先 端 部 １ １ ０
と 永 久 磁 石 １ ３ ０ と の 着 磁 を 同 時 に 行 う た め 、 永 久 磁 石 １ ３ ０ に 対 す る 着 磁 工 程 で 位 置 決
め を 行 い な が ら 着 磁 を 行 う 必 要 が な く 、 工 程 を 簡 略 化 す る こ と が で き る 。 着 磁 を 行 う 器 具
の 着 磁 位 置 の 精 度 が そ の ま ま 転 写 さ れ る た め 、 着 磁 器 具 の 精 度 を 高 め る こ と に よ り 、 さ ら
に 精 度 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 さ ら に 、 先 端 部 １ １ ０ は ポ ン プ ２ の 回 転 部 と 係 合 す る ロ ー タ 本 体 １ ２ ０ よ り も 小 径 で あ
る た め 、 組 み 付 け 時 に お い て ロ ー タ １ ０ に ポ ン プ ２ の 回 転 部 を 係 合 さ せ る 際 に 先 端 部 １ １
０ と 回 転 部 と の 干 渉 を 回 避 し 、 組 み 付 け 容 易 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 先 端 部
１ １ ０ が ハ ウ ジ ン グ ３ の ロ ー タ 挿 入 孔 ３ ４ よ り も 小 径 と な る た め 、 ハ ウ ジ ン グ ３ と の 干 渉
を も 回 避 で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 加 え て 、 回 転 位 置 セ ン サ ２ ０ ０ は 複 数 の Ｍ Ｒ 素 子 ２ １ ０ を 円 筒 形 状 周 方 向 等 間 隔 に 配 設
す る こ と で 形 成 さ れ 、 か つ Ｍ Ｒ 素 子 ２ １ ０ 同 士 は 互 い に 周 方 向 位 置 が 重 な る よ う 千 鳥 格 子
状 に 配 置 さ れ る こ と と し た 。 方 向 位 置 が 重 な る よ う 千 鳥 格 子 状 に 配 置 す る こ と で 、 円 筒 状
の 回 転 位 置 セ ン サ ２ ０ ０ の 径 を 大 径 化 す る こ と な く 検 出 位 置 の 多 極 化 を 達 成 し 、 回 転 位 置
セ ン サ ２ ０ ０ の 小 型 化 と 検 出 精 度 向 上 の 両 立 を 図 る こ と が で き る 。
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（ 他 の 実 施 例 ）
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 以 上 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 を 実 施 例 に 基 づ い て 説 明 し て き た が 、 本 発 明
の 具 体 的 な 構 成 は 各 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 の 設
計 変 更 等 が あ っ て も 、 本 発 明 に 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 願 実 施 例 で は 回 転 位 置 セ ン サ と し て Ｍ Ｒ 素 子 を 利 用 し て い る が 、 Ｍ Ｒ 素 子 に 代 え て ホ
ー ル 素 子 を 用 い て も よ い し 、 レ ゾ ル バ の よ う に １ 次 側 の 巻 線 に 正 弦 波 電 圧 を 加 え 、 ２ 次 側
の 巻 線 に 励 磁 さ れ る 電 圧 波 形 に よ り 回 転 角 度 を 検 出 す る こ と と し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 さ ら に 、 上 記 各 実 施 例 か ら 把 握 し う る 請 求 項 以 外 の 技 術 的 思 想 に つ い て 、 以 下 に そ の 効
果 と と も に 記 載 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 （ イ ） 　 請 求 項 １ に 記 載 の ブ レ ー キ 制 御 装 置 に お い て 、
  前 記 被 検 出 部 材 は 、 前 記 ロ ー タ に お け る 前 記 永 久 磁 石 が 設 け ら れ る 側 と は 反 対 方 向 の 端
部 を 着 磁 さ れ る こ と で 形 成 さ れ 、
  前 記 検 出 部 材 は 円 筒 形 状 で あ っ て 、 前 記 被 検 出 部 材 の 外 径 側 を 包 囲 す る こ と
  を 特 徴 と す る ブ レ ー キ 制 御 装 置 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ロ ー タ と 一 体 部 材 で あ る 先 端 部 を 被 検 出 部 材 と す る こ と で 、 被 検 出 部 材 で あ る 先 端 部 と
回 転 部 材 で あ る ロ ー タ と の 機 械 的 誤 差 を な く し て 検 出 精 度 を さ ら に 向 上 さ せ る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 （ ロ ） 　 請 求 項 １ に 記 載 の ブ レ ー キ 制 御 装 置 に お い て 、
  前 記 被 検 出 部 材 と 前 記 永 久 磁 石 と は 、 互 い に 前 記 ロ ー タ と 一 体 に 形 成 さ れ る と と も に 、
同 時 に 着 磁 さ れ る こ と
  を 特 徴 と す る ブ レ ー キ 制 御 装 置 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 被 検 出 部 材 と 永 久 磁 石 を 同 時 に 着 磁 し な い 場 合 、 例 え ば 被 検 出 部 材 を 着 磁 し た 後 、 永 久
磁 石 は 着 磁 と 同 時 に 位 置 決 め も 行 わ な け れ ば な ら な い 。 こ れ に 対 し 、 被 検 出 部 材 と 永 久 磁
石 と の 着 磁 を 同 時 に 行 う こ と に よ り 、 永 久 磁 石 の 着 磁 工 程 で 位 置 決 め を 行 い な が ら 着 磁 を
行 う 必 要 が な く 、 工 程 を 簡 略 化 す る こ と が で き る 。
を 特 徴 と す る ブ レ ー キ 制 御 装 置 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 （ ハ ） 請 求 項 １ に 記 載 の ブ レ ー キ 制 御 装 置 に お い て 、
  前 記 ロ ー タ は 、 前 記 ポ ン プ の 回 転 部 材 と 係 合 す る ロ ー タ 本 体 を 有 し 、
  前 記 被 検 出 部 材 は 、 前 記 ロ ー タ 本 体 よ り も 小 径 で あ る こ と
  を 特 徴 と す る ブ レ ー キ 制 御 装 置 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 組 み 付 け 時 に お い て ロ ー タ に ポ ン プ の 回 転 部 を 係 合 さ せ る 際 、 被 検 出 部 材 と ポ ン プ 回 転
部 と の 干 渉 を 回 避 し 、 組 み 付 け 容 易 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 被 検 出 部 材 が ハ
ウ ジ ン グ の ロ ー タ 挿 入 孔 よ り も 小 径 と な る た め 、 ハ ウ ジ ン グ と の 干 渉 を も 回 避 で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 （ ニ ） 請 求 項 １ に 記 載 の ブ レ ー キ 制 御 装 置 に お い て 、
  前 記 回 転 位 置 セ ン サ は 複 数 の Ｍ Ｒ 素 子 を 円 筒 形 状 周 方 向 等 間 隔 に 配 設 す る こ と で 形 成 さ
れ 、 か つ 前 記 Ｍ Ｒ 素 子 同 士 は 互 い に 周 方 向 位 置 が 重 な る よ う 千 鳥 格 子 状 に 配 置 さ れ る こ と
  を 特 徴 と す る ブ レ ー キ 制 御 装 置 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 円 筒 状 の 回 転 位 置 セ ン サ に お い て Ｍ Ｒ 素 子 を 周 方 向 位 置 が 重 な る よ う 千 鳥 格 子 状 に 配 置
す る こ と で 、 回 転 位 置 セ ン サ の 径 を 大 径 化 す る こ と な く 検 出 位 置 の 多 極 化 を 達 成 し 、 回 転
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位 置 セ ン サ の 小 型 化 と 検 出 精 度 向 上 の 両 立 を 図 る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
【 図 １ 】 本 願 ブ レ ー キ 制 御 装 置 の 全 体 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 願 ブ レ ー キ 制 御 装 置 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ブ レ ー キ 制 御 装 置 の 軸 方 向 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 ロ ー タ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 回 転 位 置 セ ン サ の 径 方 向 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 回 転 位 置 セ ン サ の 軸 方 向 正 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 例 に お け る ブ レ ー キ 制 御 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
１ 　 　 モ ー タ
２ 　 　 ポ ン プ
３ 　 　 ハ ウ ジ ン グ
４ 　 　 制 御 基 板
５ 　 　 ケ ー ス
６ 　 　 位 置 決 め ピ ン
１ ０ 　 　 ロ ー タ
１ １ 　 　 ス テ ー タ
１ ２ ａ ， １ ２ ｂ 　 　 モ ー タ ハ ウ ジ ン グ
３ １ 　 　 ｘ 軸 負 方 向 側 面
３ ２ 　 　 ｘ 軸 正 方 向 側 面
３ ３ 　 　 ポ ン プ 収 容 部
３ ４ 　 　 ロ ー タ 挿 入 孔
１ １ ０ 　 　 先 端 部
１ ２ ０ 　 　 ロ ー タ 本 体
１ ３ ０ 　 　 永 久 磁 石
２ ０ ０ 　 　 回 転 位 置 セ ン サ
２ １ ０ 　 　 Ｍ Ｒ 素 子
２ ２ ０ '　 　 円 板 部 材
２ ３ ０ '　 　 セ ン サ 用 磁 石
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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